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あらまし：マインドマップ（以下MM）は図的に情報を記録する思考ツールの一種であり，その作成や再

利用は有用であるとされている．しかし，MMの作成については多くの支援が行われている一方，再利用

の支援に関する研究は見当たらない．そこで，筆者らは先行研究において，MMの共有による再利用を支

援するための，MMの部品化・再構成の方法を提案した．本研究では，提案手法の拡張，およびそれを用

いた EFL教材の読解支援を試みる． 
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1. はじめに
MMは，中心となる概念からキーワードやイメー

ジを放射状に繋いでいくことで情報を記録する思考

ツールであり，自身の考えなどをまとめる際に有用

とされている．また，作成したMMを自身による振

り返りや他者への情報伝達に利用する試みも行われ

ている．本稿ではこのような利用を再利用と呼ぶ．

筆者らは再構成方式の適用によるMMの再利用支

援を試みている．再構成方式を適用した MM を

RMM（Recomposable Mind Map）と呼ぶ．本稿では，

再構成方式の MM への適用について述べたうえで， 

EFL教材の読解支援における評価実験の計画を報告

する． 

2. マインドマップ
MMは，トニー・ブザンによって提案された思考

ツールであり，図 1に示すように，中心となる概念

（セントラル・イメージ）からキーワードやイメー

ジ（ノード）を放射状に繋いでいく（ノード同士を

リンクによって接続する）ことで情報を図的に記録

する（1）．

MMの学習目的の利用も様々に行われており，自

身の考えや学習した内容についてまとめることの有

用性が確認されている（2）（3）．また，他者への情報伝

達を目的として生徒同士が作成したMMを共有する

という活動も行われており，有用性を示唆する結果

が報告されている（2）．さらに，ある時点におけるマ

ップ作成者の考えの図的な記述であると捉えると，

振り返りの対象としても有用性が見込める．以上よ

り，MMには①作成すること自体の意義，に加えて，

②自身による振り返りや他者との共有という形で再

利用することによる意義，があると言える．ここで，

①に関してはMMの作成支援を目的としたソフトウ

ェアの開発などが行われているが，②に関しては単

にマップを眺める程度の活動しか行われておらず，

十分な支援の実現例は見当たらない．すなわち，MM

の利用場面においてはマップの作成に重点が置かれ，

作ったマップの効果的な活用，についてはほとんど

議論されていないと言える． 

図 1 MMの例（1） 

3. 再構成方式

3.1 再構成方式の概要
前章で説明した問題を踏まえ，筆者らはMMの再

利用を支援することを目的とし，再構成方式をMM

に適用することを提案している（4）．再構成方式とは，

教授者が目標となる構造（目標構造）を作成し，そ

れを構成要素（キット）に分解して得られた部品を

用いて学習者に再構成させるというものであり，目

標構造と学習者が再構成する構造の構成要素が同じ

であるため，それらを重ね合わせることで差分を抽

出できる（重畳比較），計算機による自動診断を行え

るなどの利点を持つ．また，この方式を概念マップ

（CM）に適用したのがキットビルド概念マップ

（KBCM）であり，実践利用を通して学習効果が確

認されている（5）．本研究ではこの枠組みを用いると

ともに，学習者自身や他の学習者が作成したMMも

再構成の対象に取り入れる．以上を踏まえると，再

構成方式を MM に適用した場合（RMM）の学習過

程は図 2のようになり，学習者は①-2で作られた部

品を組み立てる（②）．組み立てたマップは目標構造

と比較され，それらの差分が学習者にフィードバッ

クされる（③）．

C3-2 
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図 2 再構成方式における学習過程 

3.2 MMと CMの違い 
前節で，再構成方式は先行研究において CMに対

して適用されている，と述べた．CM とは，複数の

概念（ノード）とそれらの間の関係（リンク）から

構成される命題の集まりによって意味構造を表す図

的表現であり，知識の整理・外化に有効であるとさ

れている（6）．MMと CMは類似した構造を持ってい

るが，中心となる概念の有無（CMには中心がない），

マップ作成時の制限の程度（MM におけるリンクは

固有の意味を持たないため，概念間の関係を明確に

する必要がない分，作成が容易であるとされている）

などの違いから，一般に両者は同じものではないと

されており，両者の学習効果の比較を行った研究も

存在する（7）．したがって，先行研究で行われている

CM の再構成の研究をもって MM の再構成の研究

が成されたとは言えないため，本研究で取り扱う必

要がある．また，MMの方がより多くのユーザに利

用されているため，本研究の有用性が認められた場

合の波及効果がより大きいと予想されることからも，

本研究には価値があると考えられる．

4. MMへの再構成方式の適用
CM は個々の独立した命題が連結された構造であ

り，命題単位で解釈が可能であるため，部分的に独

立した再構成が可能であった．これに対し，MMは，

各部分では意味が定まらず，セントラル・イメージ

との関係を考慮する必要がある．このため，部分的

に独立した再構成は行えず，単純に再構成方式を適

用すると，再構成の負荷が高すぎる恐れがある． 

そこで，筆者らは再構成の負荷を軽減するための

方法として，①セントラル・イメージから各ノード

への距離の提供，②マップの骨組みの提供，などを

提案している（4）．本稿ではさらに，MMを木構造と

して見た場合のリーフ（葉）ノードのみを学習者に

再構成させることを提案する．セントラル・イメー

ジとの関係によってリンクの意味が定まるという

MMの特徴を考えると，リーフノードを組み立てる

ためにはセントラル・イメージからリーフノードへ

の経路上のノードを全て確認する必要があるため，

学習者は再構成の過程でマップ全体を確認すること

が求められる．したがって，この手法は単純再構成

を行う場合と同じように学習者にマップ全体の確認

という具体的な活動を行わせつつ，再構成の負荷を

軽減することが可能となっている． 

今後，これらの手法の有用性を実験的に検証する．

この検証においては，単純再構成の場合と比べて認

知負荷が軽減されることを調べるだけでなく，この

軽減が学習効果に与える影響を確認する． 

5. 実験計画
RMM の再利用としての有効性を実際に検証する

ため，MMの教育利用が盛んに行われている分野の

1 つである EFL 教材の読解（3）を対象として評価実

験を計画している．本実験では，教材の内容につい

て他者が作成したMMを再構成する群（RMM条件，

実験群となる）とマップを眺めるだけの群（MM条

件，統制群となる）を設け，教材の内容に関するプ

レテスト・ポストテストのスコアを比較する予定で

ある．その際，実験群の方がポストテストにおいて

有意に高い得点を獲得する，という結果が得られれ

ば，提案手法のMMの再利用における有効性を示唆

する結果を得ることができると考えている．また，

MM を作成することと，RMM として再構成するこ

との比較評価も予定している．

6. まとめと今後の課題
本稿では，MMの再利用を支援することを目的と

して，筆者らが提案したMMの部品化および再構成

の方法について紹介した．さらに，それを踏まえて

新たな再構成手法の提案を行うとともに，EFL教材

の読解を題材とした評価実験を計画した． 

今後の課題としては，同実験の実施，および教育

現場での実践的利用が挙げられる． 
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